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コメ価格は下がるのか？

株式会社榎戸材木店
会 長 　 榎 戸 正 人

　今年も色々なことがありましたが、最大の話題は「コメの大幅な値上がり」でしょう。昨年の初め頃に
は 5キロで2,000円強で買えたものが徐々に値上がりし、今年に入ってから急速に値上がりして、ついに
5月には4,000円を超え、ブランド米の中には5,000円を越えるものまで出て来ました。昨年の 2倍以上
……とても庶民の口に入る価格ではありません。
　そもそも、なぜこのような価格の暴騰が起きたのか？まず挙げられるのは、需給見通しの間違いです。
「今年のコメの作況指数は102％で平年並みです」などと発表されますが、あの数値がいい加減だった……
昨今の夏の猛暑で品質の悪い米が増加しても、カメムシなどの害虫の被害で食用にならないクズ米で
あっても、とにかく一応、収穫量に参入してしまいます。コメ作りをしている農家の人たちに聞くと、
昨年の収穫量は平年の 7 ～ 8割程度だったのではないかとのことです。すでにコメ不足が起こることは
分かっていたのですが、それを認めて発表してしまうと批判を浴びるし、国民に不安を与えると考えた
のか黙っていました。
　しかし現実にスーパーの棚からコメが消えれば、余計に不安になります。政府は秋に新米が出回れば
品不足は解消すると言っていましたが、前述のように不作であることはわかっていたのです。秋の収穫
期になっても年末になってもコメ不足はますますひどくなり、価格の暴騰も続きました。
　従来はコメの流通はJA（全農）が殆どを抑え、仕切っていました。JAとしては農家のためには価格を
もう少し上げたいのに、政府は国民の不満を恐れて値上げを認めず価格を低く据え置きました。自主流
通米も認められるようにはなりましたが、ごく一部の高品質のコメを求める料亭、レストラン以外はJA
より高い価格で農家から買ったコメは売れません。中間流通業者は高く買っても安くしか売れないので
は参入する意欲も出ません。
　ところが、昨年からコメの価格が上昇し、JAより高い価格で農家から買い取っても利益が出るように
なりました。多くの業者が自主流通米の取り扱いに参入し、価格はますます上がっていきました。JAも
買い入れ価格を上げないとコメが集まらないので、値上げに動きました。コメの値上がりの原因はJAで
はなく、むしろ、とばっちりを食ったと言えます。
　小泉農林水産大臣は価格鎮静化のために随意契約という強引な技を使って備蓄米を安い価格で放出し
ましたが、量が限られているので大した効果は無いと見透かされ、自主流通米の農家からの買取価格は
高止まりしています。それどころか、多くの業者はまだ田植えをする前から札束をカバンに詰めて農家
を回り、買い集めに走っていました。今年の秋に収穫されるコメも価格は下がることなく、高止まりす
ることになるでしょう。
　生産量を増やすと言っても簡単に出来ることではありません。地力を回復させて耕作放棄地を農地に
戻すには 2 ～ 3年は掛かります。担い手については門戸を開放すれば大手企業が参入し、農地の大規模
化も進むでしょう。国に「農地解放」をする意欲があるかどうかです。小泉氏の強引なやり方に対して
「ルールを守ってもらわないと……」などと発言する、古い利権から抜け出せない化石のような議員がい
るのでは改革への道は遠く、コメの価格は下がらないと思います。下げるには、一時的にでも輸入を増
やす必要があるのですが……
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外で木材つかうと灰色になるよね。

瀧口木材株式会社
瀧 口 宇 一 郎

（第 1班）

　近頃、ニュースなどで「屋外に木材を使うなんて、カビるだろう」という話を目にする機会が増えてき
ました。私自身、テレビ画面などに映る灰色になった木材を見るたび、「カビじゃなくて、劣化・風化な
んじゃないかなあ」と思っていたのですが、先日、開催された「木材塗装基礎講座」を受講したところ、
ちょうどそのテーマについての講義があり、改めて認識を正したのでご紹介したいと思います。
　もっとも、業界誌に投稿するには初学・浅学で少々お恥ずかしい内容ではありますが、その点は何卒
ご容赦ください。
木材塗装基礎講座の内容
　講義のテーマに「木材の屋外利用とその塗装について」というものがあり、主な内容は以下のとおりで
した。
1．屋外で木材を使用すると、灰色化と目痩せ（ウェザリング）が起こる。そのメカニズムについて
2．ウェザリング対策には塗装と定期的なメンテナンスが必要
3．塗装前に木材表面の処理を行うと、塗装の耐久性が向上する
4．近年、木材保護塗料の規格が増え、より耐候性の高い製品が登場している

　この中で特に、「なぜ木材を屋外で使用すると灰色になるのか？」という点について解説されていまし
たので、簡単にまとめます。
なぜ灰色になるのか？
　・木材を屋外で使用する際に生じる劣化現象を「ウェザリング」と呼びます。
　・ウェザリングは、太陽光（紫外線）、降雨（水）、風など、複数の要因が重なって進行します。
　・�太陽光により、木材の色味成分やリグニンが変質・分解され、水に溶ける物質となります。それが
雨で流されることで、徐々に色が薄くなっていきます。

　・�その後、色が抜けた木材の表面に空気中の汚れやカビによる変色が重なり、灰色へと変わっていく
のです。

　なお、屋内で「人工太陽光」と「人工雨水」を用いて再現実験を行うと、汚れやカビが発生しないため、
最終的にはセルロースだけが残って真っ白になるのだそうです。
実はカビも関係していた
　私自身、屋外で木材が灰色になるのは「日光で色味が分解されるだけ」と思い込んでいました。しかし、
実際には「日光等による白色化」だけではなく、カビや汚れによる黒色成分も加わって、結果として灰色
になるというのは初耳で、大変勉強になりました。
　そう考えると、冒頭の「屋外に木材を使うとカビるだろう」という意見は、たしかに一理あるというか、
「灰色になっている木材は、だいたいカビている」と認識をあらたにしました。
参考資料
　詳しい資料としては、「木材の気象劣化と表面保護　－気象劣化のメカニズム－」という論文がイン
ターネット上で公開されています。また、今回の講義を担当された木口�実先生の名前で検索すると、ほ
かにも多くの関連資料が見つかります。
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